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	スライド 1: 2018年　　　「2040年を見据えた歯科ビジョン」構想が開始 2019年６月　「2040年を見据えた歯科ビジョン検討会議」 2019年11月　　地域支援型多機能歯科診療所構想が必要と考え、「新歯科医療提供検討委員会」での 　　　　　　　活動を開始  その目的は検討ではなく、多面的な分析を含めた報告書として、日本歯科医師会、厚生労働省などにバトンタッチして、具現化、社会実装につなげる一つのたたき台としての利用していただきたいとの思いであった。 
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	スライド 7: 各歯科医療機関の区分（案）  地域によって歯科医療サービスの需要と供給が異なるのは当然である．各地域でより効果的・効率的な歯科医療提供体制を構築するためには，既存の歯科医療資源の機能を把握することが不可欠である．そこで，各歯科医療機関を「地域支援性」と「多機能性」を基準として下図のように分類
	スライド 8: 地域完結型の歯科医療提供体制（案）  カテゴリーA~Cで構成される地域支援型多機能歯科診療所（医療機関）のほかに，地域支援型歯科診療所（1.25次歯科診療所）および「かかりつけ歯科診療所」の後方支援に機能分化した病院歯科（地域支援型多機能病院歯科：仮称）を組込んだ歯科医療提供体制を提案する． 

